
JP 2007-502677 A5 2007.7.26

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 7月 26日 (2007.7.26)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2007-502677(P2007-502677A)
【 公 表 日 】 平 成 19年 2月 15日 (2007.2.15)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2007-006
【 出 願 番 号 】 特 願 2006-524094(P2006-524094)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ａ ６ １ ＢＡ ６ １ ＢＡ ６ １ ＢＡ ６ １ ＢＡ ６ １ ＢＡ ６ １ ＢＡ ６ １ ＢＡ ６ １ Ｂ   17/58     (2006.01)  17/58     (2006.01)  17/58     (2006.01)  17/58     (2006.01)  17/58     (2006.01)  17/58     (2006.01)  17/58     (2006.01)  17/58     (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＦＡ ６ １ ＦＡ ６ １ ＦＡ ６ １ ＦＡ ６ １ ＦＡ ６ １ ＦＡ ６ １ ＦＡ ６ １ Ｆ    2/44     (2006.01)   2/44     (2006.01)   2/44     (2006.01)   2/44     (2006.01)   2/44     (2006.01)   2/44     (2006.01)   2/44     (2006.01)   2/44     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ａ ６ １ Ｂ   17/58          
   Ａ ６ １ Ｆ    2/44          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 11日 (2007.6.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ４ １ 】
　 細 長 い 物 体 の 少 な く と も 一 部 分 を 受 け 入 れ る 通 路 を 画 定 す る 少 な く と も １ つ の 壁 を 有 す
る 、 長 手 方 向 の 軸 を 備 え た 受 入 部 材 と 、
　 頭 部 分 お よ び 骨 係 合 部 分 を 有 す る 骨 ア ン カ ー 部 材 と 、
　 前 記 受 入 部 材 に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た ベ ー ス 部 材 で あ っ て 、 前 記 受 入 部 材 に 対 す る

部 材 の 多 軸 位 置 決 め を 可 能 に す る 、 ベ ー ス 部 材 と 、
を 有 し 、
　 前 記 ベ ー ス 部 材 お よ び 前 記 骨 ア ン カ ー 部 材 が 、 前 記 骨 ア ン カ ー 部 材 と 前 記 軸 と の 間 の 最
大 角 度 が 第 １ の 値 と な る 、 第 １ の 相 対 位 置 を 有 し て お り 、
　 前 記 ベ ー ス 部 材 と 前 記 骨 部 材 と の 他 の 相 対 位 置 が 、 前 記 第 １ の 値 よ り も 小 さ い
、 前 記 骨 ア ン カ ー 部 材 と 前 記 軸 と の 間 の 最 大 角 度 を 可 能 に し て お り 、
　 前 記 第 １ の 相 対 位 置 が 、 前 記 受 入 部 材 の 前 記 通 路 の 向 き に 依 存 し な い 、 整 形 外 科 用 イ ン
プ ラ ン ト 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ご く 最 近 、 多 軸 型 機 能 を 有 す る 骨 固 定 デ バ イ ス が 取 り 入 れ ら れ た 。 そ の よ う な 構 造 体 の
例 が 、 米 国 特 許 第 ５ ７ ９ ７ ９ １ １ 号 明 細 書 、 第 ５ ９ ５ ４ ７ ２ ５ 号 明 細 書 、 お よ び 第 ６ ２ ８
０ ４ ４ ５ 号 明 細 書 に 示 さ れ て い る 。 固 定 デ バ イ ス の 頭 部 分 は 骨 の ね じ 切 り さ れ た 部 分 ま た
は フ ッ ク 部 分 の 周 り で 多 軸 的 に 位 置 決 め 可 能 で あ る の で 、 こ れ ら の デ バ イ ス に よ っ て 、 締
結 部 分 も し く は 締 結 部 材 と 受 取 部 分 も し く は 受 取 部 材 と の 間 の 自 由 度 が １ ま た は そ れ 以 上
に な り 、 該 固 定 デ バ イ ス の 必 要 な 設 置 精 度 が 低 減 さ れ る 。 こ れ で 、 ロ ッ ド を 受 け 取 り や す
い よ う に 頭 部 を 位 置 決 め し て 、 従 来 の デ バ イ ス に 固 有 の 位 置 決 め の 難 し さ の 多 く を 、 制 限
ま た は 除 去 す る こ と が で き る 。 し か し 、 そ の よ う な デ バ イ ス は 、 そ れ ら の 部 品 の あ ら ゆ る
相 対 的 向 き に つ い て 、 締 結 部 分 と 受 取 部 分 と の 間 に た だ １ つ の 最 大 角 度 を も た ら す 。 他 の
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デ バ イ ス は 、 締 結 部 分 が 受 取 部 分 に 対 し て あ る 位 置 を 占 め る と き に は 、 該 締 結 部 分 と 該 受
取 部 分 と の 間 の 最 大 角 度 を よ り 大 き く す る こ と が で き た が 、 締 結 部 分 が 部 分 に 対 し て
他 の 位 置 を 占 め る と き に は 、 よ り 小 さ い 最 大 角 度 し か 得 ら れ な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 の 実 施 形 態 で は 、 細 長 い 物 体 の 少 な く と も 一 部 分 を 受 け 入 れ る 通 路 （ ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ
） を 画 定 す る 少 な く と も １ つ の 壁 を 有 す る 、 長 手 方 向 の 軸 を 備 え た 受 入 部 材 と 、 頭 部 分 お
よ び 骨 係 合 部 分 を 有 す る 骨 ア ン カ ー 部 材 と 、 受 入 部 材 に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た ベ ー ス 部 材
で あ っ て 、 受 入 部 材 に 対 す る 骨 部 材 の 多 軸 位 置 決 め を 可 能 に す る ベ ー ス 部 材 と 、
を 有 す る 整 形 外 科 用 イ ン プ ラ ン ト 装 置 が 提 供 さ れ る 。 ベ ー ス 部 材 お よ び 骨 ア ン カ ー 部 材 は
、 該 骨 ア ン カ ー 部 材 と 軸 と の 間 の 最 大 角 度 が 第 １ の 値 と な る 、 第 １ の 相 対 位 置 を 有 す る 。
ベ ー ス 部 材 と 骨 部 材 と の 他 の 相 対 位 置 は 、 第 １ の 値 よ り も 小 さ い 、 骨 ア ン カ ー 部
材 と 軸 と の 間 の 最 大 角 度 を 可 能 に し て お り 、 第 １ の 相 対 位 置 は 、 受 入 部 材 の 通 路 の 向 き に
依 存 し な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 ベ ー ス 部 材 ３ ２ と 骨 ア ン カ ー 部 材 ３ １ の シ ャ ン ク 部 分 ４ ８ と の 干 渉
が 、 該 骨 ア ン カ ー 部 材 ３ １ お よ び 該 ベ ー ス 部 材 ３ ２ の 相 対 位 置 の 少 な く と も 一 部 分 に つ い
て 、 該 骨 ア ン カ ー 部 材 ３ １ と 軸 Ｌ と の 間 に 第 １ の 最 大 角 度 を 決 定 す る こ と が わ か る 。 間
隙 ６ ２ は 、 ス ロ ッ ト も し く は 中 央 開 口 部 ５ ８ の 延 長 部 の 働 き を し て い る 。 そ の 結 果 、 シ ャ
ン ク 部 分 ４ ８ が 間 隙 ６ ２ と ほ ぼ 位 置 合 わ せ さ れ る よ う な 向 き に 骨 ア ン カ ー 部 材 ３ １ が く る
と き に 、 シ ャ ン ク ４ ８ と ベ ー ス 部 材 ３ ２ と の 間 の 干 渉 が な く な る 、 ま た は 外 側 に 移 動 す る
の で 、 骨 ア ン カ ー 部 材 ３ １ と 軸 Ｌ と の 間 に 、 よ り 大 き い 第 ２ の 最 大 角 度 が 得 ら れ る 。 換
言 す れ ば 、 間 隙 ６ ２ は 、 シ ャ ン ク 部 分 ４ ８ の 少 な く と も 一 部 が そ の 中 に 延 び て 、 よ り 大 き
い 最 大 角 度 を も た ら す こ と の で き る 空 間 を 提 供 す る 。 よ り 広 い 間 隙 ６ ２ 、 例 え ば 、 骨 ア
ン カ ー 部 材 ３ １ の シ ャ ン ク 部 分 ４ ８ の 直 径 よ り も 大 き い 間 隙 ６ ２ で あ る と 、 該 シ ャ ン ク 部
分 ４ ８ が 該 間 隙 ６ ２ を 通 り 抜 け て 延 び る こ と が で き 、 そ の 場 合 の 最 大 角 度 は 、 シ ャ ン ク
部 分 ４ ８ と 受 入 部 材 ３ ０ と の 間 の 干 渉 に よ っ て の み 制 限 さ れ る 。 よ り 狭 い 間 隙 ６ ２ で あ る
と 、 シ ャ ン ク 部 分 ４ ８ の 一 部 分 し か 間 隙 ６ ２ 内 に 達 す る こ と が で き ず 、 ゆ え に 、 最 大 角 度
β は 、 シ ャ ン ク 部 分 ４ ８ と 間 隙 ６ ２ に 隣 接 し た ベ ー ス 部 材 ３ ２ の 縁 部 と の 間 の 干 渉 点 に よ
っ て 制 限 さ れ る 。 し た が っ て 、 最 大 角 度 の 大 き さ は 、 間 隙 ６ ２ の 幅 に よ っ て 決 ま る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ベ ー ス 部 材 １ ３ ２ は 、 間 隙 が 設 け ら れ て い る 点 を 除 き 、 ベ ー ス 部 材 ２ ３ ２ と 基 本
的 に 同 一 で あ る 。 さ ら に 、 間 隙 は 、 例 え ば 受 入 部 材 ３ ０ の 溝 ４ ４ に 挿 入 す る た め に
、 ベ ー ス 部 材 １ ３ ２ を 径 方 向 に 圧 縮 す る こ と が で き 、 ま た は 径 方 向 に 拡 張 さ せ る こ と が で
き る 。 径 方 向 に 圧 縮 ま た は 拡 張 す べ き 諸 実 施 形 態 、 例 え ば 、 ベ ー ス 部 材 ３ ２ 、 １ ３ ２ で は
、 １ つ も し く は 複 数 の 切 込 み ま た は 刻 み 目 １ ６ ３ （ 図 ９ ） を ベ ー ス 部 材 １ ３ ２ の 外 側 面 の
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周 り に 設 け る こ と が で き る 。 特 定 の 一 実 施 形 態 で は 、 そ の よ う な ３ つ の 切 込 み １ ６ ３ を 設
け る こ と が で き 、 １ つ が 間 隙 の ほ ぼ 対 角 線 上 に 置 か れ 、 残 り の ２ つ の 切 込 み １ ６ ３
が 、 第 １ の 切 込 み １ ６ ３ の 両 側 か ら 約 ９ ０ 度 の と こ ろ に 置 か れ 、 ま た は 第 １ の 切 込 み １ ６
３ と 間 隙 と の 間 の ほ ぼ 等 距 離 の と こ ろ に 置 か れ る 。 そ の よ う な （ １ つ も し く は 複 数
の ） 切 込 み １ ６ ３ は 、 ベ ー ス 部 材 １ ３ ２ に 応 力 除 去 を も た ら し て 、 該 ベ ー ス 部 材 １ ３ ２ が
径 方 向 圧 縮 も し く は 拡 張 後 に 元 の 形 状 に 戻 ら な く な る 危 険 を 低 減 ま た は 排 除 す る 。 切 込 み
１ ６ ３ に 類 似 ま た は 同 一 の １ つ も し く は 複 数 の 切 込 み を 、 ベ ー ス 部 材 ３ ２ な ど 、 他 の Ｃ 字
形 の 諸 実 施 形 態 に 組 み 入 れ る こ と が で き る こ と が わ か る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ス ナ ッ プ リ ン グ ７ ２ を 、 １ つ も し く は 複 数 の 波 打 つ 部 分 ま た は 波 状 部 分 を 備 え る
よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 そ の よ う な 波 打 つ 部 分 を 含 ん だ 諸 実 施 形 態 の ス ナ ッ プ リ ン
グ ７ ２ を 弾 性 的 に 平 ら に で き る よ う に 、 該 部 分 を 十 分 に 薄 く す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら
の 諸 実 施 形 態 は 、 受 入 部 材 ３ ０ （ 例 え ば 、 停 止 面 ４ ５ ） と ク ラ ウ ン 要 素 ６ ４ と の 間 で 、 あ
る 種 の ば ね の 働 き を し て 、 該 ク ラ ウ ン 要 素 ６ ４ に 力 を 加 え る こ と が で き る 。 そ の よ う な 力
は 、 ク ラ ウ ン 要 素 ６ ４ を 、 骨 ア ン カ ー 部 材 ３ １ の 頭 部 分 ４ ７ に 当 て て 、 ま た は 受 入 部 材 ３
０ の 一 部 分 に 当 て て （ 骨 ア ン カ ー 部 材 ３ １ が ま だ 受 入 部 材 内 に な い 場 合 ） 、 保 持 す る
こ と が で き る 。 こ れ で 、 ク ラ ウ ン 要 素 ６ ４ の す べ て の 運 動 を 妨 げ る こ と な く 、 締 結 具 ２ ２
の 緩 み も し く は 「 ス ラ ッ ク 」 を 低 減 す る 、 ま た は ほ ぼ な く す こ と が で き る 。 締 結 具 ２ ２ が
後 述 す る よ う に ロ ッ ク さ れ る と 、 ク ラ ウ ン 要 素 ６ ４ に 加 わ る 力 が 、 ス ナ ッ プ リ ン グ ７ ２ の
い ず れ か 波 打 つ 部 分 を 部 分 的 ま た は 完 全 に 平 ら に す る こ と が で き る 。
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